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Ⅲ 学校施設の長寿命化 

１ 学校施設の改修等の整備水準 

学校施設の改修等を行う際には、施設の長寿命化に向けて「安全面」、「機能面」、「環境面」、「財政面」

の４つの視点に基づき、施設の長寿命化に向けた改修を実施します。 

学校施設には建築後 40年を経過する施設もあり、建築当時は一般的な整備水準であった施設も、現代

社会で求められるユニバーサルデザイン化や省エネルギー性能等の社会的要求に対応できなくなってき

ています。また、躯体においても、経年劣化により施設の老朽化が進行し、外壁の剥離や躯体強度の低下、

設備配管等の劣化など、安全面にも配慮が必要な状況です。 

今後は、施設の長寿命化を図ることで、財政面での負担軽減を目指すとともに、建築廃材の発生を抑制

するなど、環境面にも配慮します。 

さらに、老朽化した設備を現代の技術水準で改修することでグレードアップを図り、現代の社会的要求

に対応できる施設の整備を目指すこととします。 

なお、施設の長寿命化については、実現可能な計画を策定するため、財政負担の平準化を図り、学校以

外の公共施設を含め、改修する施設全体を把握したうえで計画を策定する必要があります。 

このことから、具体的な実施計画は市が策定する「鶴ヶ島市公共施設個別利用実施計画」において示す

こととします。 

 

長寿命化において配慮すべき視点 

①安全面 

・部材の経年劣化による外壁の剥離や、鉄筋の腐食、コンクリートの劣化による

構造体としての強度の低下、ガス・水道・電気の設備配管等の劣化により不具

合が生じないよう、安全の確保に配慮していきます。 

②機能面 

・市民ニーズの多様化に伴い、現代社会で求められる設備改修を目指します。ま

た、老朽化したトイレの改修による衛生面の改善や、バリアフリーに対応した

エレベーターの設置など、障害者をはじめ、誰もが利用しやすいユニバーサル

デザイン化への対応を図り、機能的な施設づくりに配慮していきます。 

③環境面 

・壁や窓等の断熱化による冷暖房の効率化や、照明機器等の省エネルギー化に

資する LED 機器への改修などによる使用電力量の抑制、二酸化炭素排出量の

削減など、脱炭素社会の実現に寄与する改修の推進を図り、環境面に配慮して

いきます。 

④財政面 

・建替えではなく施設を長寿命化することにより、ライフサイクルコストの縮

減を図り、財政負担の平準化に配慮していきます。 

・ただし、具体の改修内容、実施の優先順位や事業年度については、より詳細な

検討を行い、事業化に向けた予算確保及び実施時の財政状況を十分勘案した

上で決定することとします。 

※ユニバーサルデザイン：年齢や性別、障害の有無などに関わらず様々な人に配慮して、はじめから全ての人が利用しや

すい施設、環境、サービスをつくろうとする考え方のことです。 

 


